
2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033

投資額（投資計画） - 216 70 24 89 108 181 181 181 181 181 181 181 181 181 181 - - - - -

投資額（改善計画） - 216 70 24 89 108 237 113 134 154 174 174 147 147 147 147 - - - - -

累積損益（投資計画） ▲6 ▲21 ▲36 ▲59 ▲98 ▲172 ▲194 ▲224 ▲220 ▲247 ▲269 ▲255 ▲224 ▲169 ▲110 ▲68 ▲35 2 36 80 158

累積損益（改善計画） ▲6 ▲21 ▲36 ▲59 ▲98 ▲179 ▲215 ▲231 ▲257 ▲282 ▲298 ▲275 ▲233 ▲187 ▲137 ▲90 ▲11 25 54 87 148
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改革工程表2020を踏まえた改善計画 （株）海外需要開拓支援機構
○ 新経済・財政再生計画改革工程表2018（平成30年12月20日経済財政諮問会議決定）を踏まえた投資計画の進捗をこれまで確認してき
たところ、本計画は、 2020年度末（2021年3月末）時点の実績を検証したうえで、新経済・財政再生計画改革工程表2020（令和2年12月18
日経済財政諮問会議決定）において、「各官民ファンド及び監督官庁は…前年度までに策定・公表された数値目標・計画と実績との乖離
を検証し、乖離が認められる場合には改善目標・計画を策定・公表（5月まで）」することとされていることを踏まえ、新たに策定・公表するも
のです。

○ なお、上記改革工程表2020においては、2021～2023年度において本計画と実績との乖離を検証し、乖離が認められる場合には機構及
び監督官庁は速やかに組織の在り方を含めた抜本的な見直しを行うこととされています。

＜機関・監督官庁における各年度（2021～2023年度）のフォローアップの考え方＞
政策性・収益性の面で意義のある案件に投資を実行する観点から、改善計画を中期的に達成するためのフォ
ローアップを行う。

【各年度央】
○ 各年度の9月末時点において、年度の投資計画額や過去の実績による投資進捗率（30%程度）、過去
の投資実績などと共に、実際の投資の状況をレビューし、年度末において当該年度の投資・累積損益
計画額の達成が見込まれる状況であるかを検証。

【各年度末】
○ 年度央と同様、年度の投資計画額や過去の投資実績などと共に、年度末での実際の投資の状況や
累積損益の状況をレビュー。

なお、フォローアップは、必要に応じてNDA件数、パイプラインの合計額、KPIの設定・達成状況、投資検
討件数等の指標も踏まえて行う。

改革工程表2018を
踏まえた投資計画

改革工程表2020を
踏まえた改善計画

総投資額 2,318 2,081

投資の終期 2028年度 2028年度

投資回収の始期 2016年度 2016年度

経費総額 799 695

累積損益 158 148

IRR 4.9% 4.4%

＜改革工程表2020を踏まえた改善計画＞

（単位：億円）
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